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こ
の
度
は
、

お
子
様
の
高
等

学
校
へ
の
ご
入

学
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
校
生
活
が
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
す
が
、
現
在
は
高
校
3
年
生

（
満
十
八
歳
の
誕
生
日
後
）
に
な
る

と
「
18
歳
選
挙
権
」
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、2
0
2
2
年
4
月
か
ら
、

つ
ま
り
、
令
和
二
年
度
の
新
入
生
が

高
校
三
年
生
に
な
る
年
か
ら
、
成
年

年
齢
が
二
十
歳
か
ら
十
八
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
、「
権
利
・
責
任
・
契
約
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
親
の
同

意
を
得
な
く
て
も
、
自
ら
の
意
思
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
人
の

仲
間
入
り
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
我
々
保
護
者
か
ら
す
れ
ば
ま
だ

ま
だ
子
供
で
す
。
学
校
の
先
生
方
は

も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
皆
様
方
に
も

人
生
の
先
輩
と
し
て
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

わ
が
国
は
、
人
生
百
年
時
代
の

到
来
、
働
き
方
改
革
、
人
工
知
能

（
AI
）
の
発
展
と
い
っ
た
、
大
き
な

社
会
変
動
期
に
あ
り
、
数
年
後
の
社

会
を
見
通
す
こ
と
は
困
難
な
状
況
で

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
「
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
」の
後
継
で
あ
る「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
も
知
識
・
技

能
や
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

を
問
う
問
題
の
導
入
が
検
討
さ
れ
る

な
ど
、
高
大
の
接
続
も
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
高
校
卒
業
後
の
進
路
を

ど
う
す
る
の
か
？
こ
れ
か
ら
始
ま
る

高
校
生
活
は
お
子
様
の
将
来
に
向
け

て
大
変
重
要
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
よ
き
相
談

役
と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
子
様

が
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る
た
め

に
、
保
護
者
の
皆
様
も
積
極
的
な

P
T
A
活
動
及
び
学
校
行
事
へ
の

ご
参
加
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
も
愛
知
県
公
立
高
等
学
校

P
T
A
連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、

お
子
様
の
高
等

学
校
へ
の
御
入

学
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

お
子
様
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
高
校

生
活
へ
の
期
待
に
大
き
く
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
入
学
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
の
お
喜
び

も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
推
察
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、
今
後
の
我
が
国
は
少
子

高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
人
工

知
能
（
AI
）
に
代
表
さ
れ
る
絶
え
間

な
い
技
術
革
新
等
に
よ
り
、
社
会
構

造
や
雇
用
環
境
が
大
き
く
、
急
速

に
変
化
し
、
先
行
き
の
見
通
し
が
一

層
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
春
の
新
入
生
が
高
校

三
年
生
と
な
る
令
和
四
年
度
に
は
、

成
年
年
齢
が
一
八
歳
へ
引
き
下
げ
ら

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
高
校
生
に
と
っ

て
政
治
や
社
会
が
一
層
身
近
な
も
の

と
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
高

等
学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
一
人
一

人
に
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能

力
を
育
み
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
探
究

を
深
め
る
未
来
の
創
り
手
と
し
て
送

り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
将
来
漕

ぎ
出
し
て
い
く
社
会
の
有
り
様
も
踏

ま
え
、
高
校
生
活
に
お
い
て
学
び
を

深
め
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
人
に

出
会
い
、
行
事
や
部
活
動
な
ど
、
多

く
の
経
験
を
通
し
て
成
長
を
遂
げ
て

い
た
だ
く
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
方
に
は
、
そ

の
育
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
積
極
的
な
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
及
び
学
校
へ
の
御
支
援
、

地
域
の
教
育
力
向
上
へ
の
お
力
添
え

を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の
お
子
様
の
高
校
生
活
が
実
り
多
く

豊
か
な
も
の
に
な
り
ま
す
こ
と
を
、

御
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

　
新
入
生
の
成
長
を
願
っ
て

　
　

愛
知
県
教
育
委
員
会

委　

員　

広　

沢　

憲　

治

　
新
入
生
の
保
護
者
の
皆
様
へ

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

副
会
長　

片　

山　

龍　

治
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県
教
育
委
員
会
で
は
、
お
子
様

が
新
し
い
環
境
に
適
応
し
、

有
意
義
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
様

と
連
携
し
て
学
校
教
育
の
充
実
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に

　

新
し
い
時
代
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
は
、
高
い
志
や
意
欲
を
持
ち
、

他
者
と
協
働
し
な
が
ら
課
題
を
解

決
し
、
予
想
困
難
な
未
来
を
切
り
開

く
力
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
各
学
校
で
は
、
こ
う
し
た

生
き
る
力
を
育
て
る
た
め
に
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
に
向
け
て
、
指
導
方
法
の
工

夫
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。
県
教

育
委
員
会
も
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る

た
め
の
事
業
や
、
科
学
技
術
教
育

の
推
進
に
重
点
を
置
い
た
事
業
な

ど
を
実
施
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
た
め
の

力
を
育
て
る
学
校
の
取
組
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
は
人
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
関
わ
り
の
中
で
、
他
者
を
認

め
、
思
い
や
る
心
を
育
ん
で
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
時
に
は
、
環
境

に
適
応
で
き
な
か
っ
た
り
、
人
間

関
係
で
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
県
教
育
委
員
会
で
は
、

道
徳
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

心
の
専
門
家
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、
福
祉
の
専
門
家

で
あ
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
、
教
育
相
談

体
制
の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

情
報
化
社
会
を
生
き
る
た
め
に

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報

通
信
機
器
の
急
速
な
進
歩
と
普
及

は
、
生
活
に
利
便
性
を
も
た
ら
す

一
方
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

に
よ
る
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
も
生
ん
で
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
等
の
諸
問
題

に
速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
の
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ご
家

庭
で
も
、
お
子
様
が
情
報
通
信
機

器
の
適
切
な
使
い
方
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

社
会
人
と
し
て
自
立
し
て
い
く
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
の
在
り

方
生
き
方
を
考
え
、
将
来
に
お
い

て
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
各
学
校
で

は
、
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
系
統

的
か
つ
計
画
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
県

教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
人
か
ら

直
接
学
ぶ
機
会
や
就
業
体
験
の
機

会
を
積
極
的
に
設
け
る
な
ど
、
望

ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
を
養
い
、

社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
必
要
な

能
力
・
態
度
を
育
て
る
た
め
の
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
て
の
お
子
様
が
笑
顔
で
高
校

生
活
を
送
り
、
心
身
と
も
に
健
や

か
な
若
者
と
し
て
成
長
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

地区名 担当校 年月日 会　場 参加人員 時 間 概　　　　　　　要

名
　
　
瀬

名
北
総合工科 Ｒ２.１.２４

（金） ルブラ王山 100人
13：50

〜

16：00

研究発表：愛知総合工科高校
講演：「言葉の力で、エクササイズ
　　　　〜やる気を引き出すペップトーク〜」

一般財団法人日本ペップトーク普及協会　三森　啓文

名
南

昭　和 Ｒ２.１.２４
（金） 瑞穂文化小劇場 270人

13：00

〜

15：25

講演：「命の授業　〜ドリー夢メーカーと今を生きる〜」
株式会社命の授業代表取締役　腰塚　勇人

尾
東
春日井商業 Ｒ２.１.３１

（金）
尾張旭市文化会館
あさひのホール 300人

13：30

〜

16：30

活動発表：東郷高校、春日井商業高校
講演：「「人生フルーツ」を制作しながら考えたこと」
　　　　　　　　東海テレビ　プロデューサー� 阿武野勝彦
　　　　　　　　東海テレビ　監　督� 伏原　健之
　　　　　　　　東海テレビ　カメラマン� 村田　敦崇

尾
　
張

小牧南 Ｒ１.５.１０
（金）

江南市民文化会館
小ホール 400人

14：00

〜

16：10

講演：「発達障害児の心と行動　〜ありのままに生きる〜」
愛知県医療療育総合センター　発達障害研究所副所長　永田　浩一

知
　
多

東　浦 Ｒ１.１０.１８
（金）

武豊町民会館
ゆめたろうプラザ
輝きホール

315人
14：00

〜

16：10

講演：「笑いでいじめを吹っ飛ばせ」
吉本興業　東海支社　オレンジ　田中　哲也

公演：「癒しのコンサート」� レーヴ・パピヨン

西
三
河

安城農林 Ｒ１.６.７
（金）

安城市中心市街地拠点
施設アンフォーレ 56人

14：00

〜

16：00
事例発表：安城農林高校、各校

足　助 Ｒ１.１１.２７
（水）

豊田市民文化会館
小ホール 237人

14：00

〜

16：00

講演：「レモンさんのビタミントーク！
　　　　〜慈しみの愛言葉！We��Are��シンセキ！〜」

ラジオDJ　レモンさん（山本　シュウ）

東
三
河

豊橋西

Ｒ１.５.２０
（月） ホテルアークリッシュ豊橋 102人

14：00

〜

17：30

総会
講演：「命の授業　〜ドリー夢メーカーと今を生きる〜」

株式会社命の授業代表取締役　腰塚　勇人

Ｒ１.１１.５
（火） ライフポートとよはし 277人

13：00

〜

15：00

講演：「新時代のキャリア教育
　　　　〜学校と地域の連携・協働〜」

清川メッキ工業株式会社　専務取締役　清川　卓二

　令和元年度に実施された県内各地区の活動状況は下記の表のとおりです。
　毎年各地区においては、多くの会員の参加を得て、講演会、研究発表、シンポジウム等の内容で
地区内の会員の親睦を図り、各単位ＰＴＡの活動状況を見直し、会員相互の意思疎通の場として、
盛大に開催されております。

令和元年度令和元年度
地区研修会
実施概要
地区研修会
実施概要

保
護
者
の
皆
さ
ま
に

保
護
者
の
皆
さ
ま
に

愛
知
県
教
育
委
員
会 

高
等
学
校
教
育
課
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

名
古
屋
市
出
身
。
南

山
大
学
人
文
学
部
卒

業
。
大
学
在
学
中
か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局

の
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て

活
動
を
始
め
、『
ウ
イ
ー

ク
エ
ン
ド
中
部
』
に
レ

ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し
て
い

る
。
現
在
、
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
兼
キ
ャ
ス
タ
ー
と

し
て
制
作
と
出
演
の
両

方
を
こ
な
し
、｢

カ
ト

リ
ー
ナ
の
ト
レ
ン
ド
探

偵｣

で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
各
局

の
キ
ャ
ス
タ
ー
が
制
作

す
る
番
組
企
画
を
対
象

と
し
た
＂
キ
ャ
ス
タ
ー 

リ
ポ
ー
ト
大
賞
＂
で
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

高
校
時
代
を
一
言
で

表
す
な
ら
「
全
部
全

力
」
で
す
。
生
徒
会
長

や
ダ
ン
ス
部
の
部
長
を

し
つ
つ
、
中
学
一
年
で

雑
誌
『
ピ
チ
レ
モ
ン
』

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

愛
知
県
弥
富
市
出

身
。
北
海
道
大
学
農

学
部
卒
業
。
現
在
は
、

愛
知
県
立
惟
信
高
等
学

校
で
、
理
科
教
諭
と
し

て
教
鞭
を
執
る
。
高
校

か
ら
始
め
た
ラ
グ
ビ
ー

に
現
在
で
も
携
わ
っ
て

お
り
、
仕
事
の
傍
ら
、

休
日
は
日
本
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
公

認
A
1
級
（
国
内
で

行
わ
れ
る
す
べ
て
の
試

合
の
担
当
可
）
レ
フ

リ
ー
と
し
て
活
動
に
も

勤
し
ん
で
い
る
。
今
年

の
一
月
五
日
に
行
わ
れ

た
、
第
99
回
全
国
高
等

学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
準
決
勝
の

レ
フ
リ
ー
を
担
当

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

2
0
1
9
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
機
に
、
空
前
の
ラ
グ

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
私
は
、
芸
能

活
動
も
し
て
い
ま
し
た
。
面
倒
な

こ
と
を
手
抜
き
し
た
り
、
楽
し
い

こ
と
を
我
慢
し
た
り
す
る
と
、
後

に
選
ん
だ
道
を
可
愛
が
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
思
っ
た
の
で
、
遊
び

も
勉
強
も
仕
事
も
全
力
で
し
た
。

　

現
在
、
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

タ
レ
ン
ト
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
、
司
会
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
様
々
な＂
伝
え
る
＂

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。＂
伝
え
る
＂

仕
事
で
大
事
に
し
て
い
る
の
は
「
自

分
ら
し
さ
」
で
す
。
我
を
出
す
と

い
う
意
味
で
は
な
く
、
言
葉
選
び

や
話
し
方
、
表
情
な
ど
を
自
分
ら

し
く
す
る
と
い
う
こ
と
。
同
じ
内

容
で
も
伝
え
方
は
十
人
十
色
。
私

だ
か
ら
で
き
る
伝
え
方
や
相
手
の

本
音
を
引
き
出
す
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
よ
う
と
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
為
に
、
語
彙
力
を
高
め
て
豊

か
な
語
彙
か
ら
言
葉
を
選
べ
る
よ

う
に
引
き
出
し
を
増
や
す
こ
と
や
、

普
段
の
生
活
で
様
々
な
経
験
を
し

て
人
間
力
を
磨
く
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

一
つ
に
絞
ら
な
い
＂
欲
張
り
＂

ビ
ー
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
世
の
中
の
変

化
に
、
大
喜
び
し
て
い
る
ラ
グ
ビ
ー

経
験
者
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
も
高
校
時
代
は
、
多
く

の
時
間
を
「
ラ
グ
ビ
ー
」
に
割
い

た
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者
の
一
人
で
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
は
、
両
チ
ー
ム
合
わ

せ
て
三
十
人
の
選
手
が
、
一
個
の

ボ
ー
ル
を
激
し
く
争
奪
し
て
得
点

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
競
技
の

特
性
上
、
お
互
い
が
激
し
く
ぶ
つ

か
る
こ
と
が
あ
り
、
時
に
は
そ
の

行
為
が
危
険
と
な
っ
た
り
、
激
し

い
揉
み
合
い
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
反
則
を
科
し
、

ま
た
試
合
が
円
滑
に
進
行
す
る
よ

う
対
応
し
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

の
大
勢
を
一
人
で
裁
く
姿
は
、
教

室
で
生
徒
四
十
人
を
相
手
に
す
る

姿
に
通
ず
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
レ

フ
リ
ー
の
経
験
は
、
仕
事
に
も
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
よ
り
も
背
が
高
く
、
屈
強
な

選
手
た
ち
を
前
に
し
て
判
定
す
る

の
は
、
と
て
も
大
変
な
仕
事
で
す
が
、

な
働
き
方
は
中
途
半
端
に
な
る
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
高
校
時
代

に
実
践
し
た
「
全
部
全
力
」
精
神

で
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

事
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
プ
ラ

ス
に
働
く
と
実
感
し
ま
し
た
。
今

後
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
働
き
方
で＂
伝

え
る
＂
仕
事
を
極
め
、
名
古
屋
…

広
く
は
日
本
を
盛
り
上
げ
た
い
で

す
�

自
分
の
役
割
を
全
う
で
き
た
瞬
間

は
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
に
と
っ
て
、
何
が
将
来
役
立

つ
か
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は
、
目
の
前
の
こ
と
に

精
一
杯
取
り
組
み
、
や
り
抜
く
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
将

来
に
役
立
つ
第
一
歩
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

平成11年度　愛知県立旭丘高等学校卒業
木 村 陽 介

平成21年度　愛知県立昭和高等学校
加 藤 里 奈愛 知 の 若 者

　

各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
加
入
す
る
保
護

者
の
皆
様
に
は
、
愛
知
県
公
立
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（「
愛
知
県
高
Ｐ
連
」）

に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

組
織
と
活
動
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
会
員

　



愛
知
県
の
公
立
高
等
学
校
及
び
特
別

支
援
学
校
（
名
古
屋
市
立
除
く
）
合

わ
せ
て
183
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
加
入

す
る
組
織
で
す
。
会
員
数
は
約
12
万

7
千
人
余
で
す
。

●
目
的
と
事
業

　



会
員
相
互
の
連
携
と
協
力
を
図
り
、

教
育
の
振
興
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
次
の
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

⑴

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
研
究
・
調
査
及
び
連

絡
調
整

⑵

会
員
の
研
修

⑶

教
育
環
境
の
整
備
促
進

⑷

児
童
生
徒
の
安
全
・
健
康
と
福
祉
の

増
進

⑸

広
報
誌
「
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」
の
発
行

⑹
地
区
研
修
会
の
実
施

●
会
費
（
１
人
年
額
・
円
）

●
愛
知
県
高
Ｐ
連
総
会
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導

者
研
修
会（
研
修
会
は
県
教
委
と
共
催
）

　

期
日　

５
月
29
日
（
金
）

　

会
場　

愛
知
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

●
東
海
地
区
高
Ｐ
連
大
会（
三
重
大
会
）

　

期
日　

６
月
19
日
（
金
）

　

会
場　



三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

●
全
国
高
Ｐ
連
第
70
回
大
会
（
島
根
大
会
）

　

期
日　

８
月
20
日
（
木
）・
21
日
（
金
）

　

会
場　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
他

●
地
区
別
研
修
会

　



県
内
５
地
区
（
名
瀬
・
西
三
・
東
三
・

尾
張
・
知
多
）
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。

●
見
舞
金
の
支
給
対
象

○

児
童
生
徒
の
学
校
管
理
下
に
お
け
る

災
害

○

保
護
者
及
び
児
童
生
徒
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
中
に
お
け
る
災
害

●
支
給
要
件

○

児
童
生
徒
が
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
に
、
保
護
者
が
愛
知
県
高
Ｐ

連
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

○

高
校
在
学
中
及
び
高
Ｐ
連
に
加
入
し

て
い
る
間
に
発
生
し
た
災
害
で
あ
る

こ
と
。

●
支
給
対
象
外

　



故
意
、
第
三
者
か
ら
の
加
害
事
故
の

場
合
な
ど
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

●
申
請
手
続
き

　



学
校
が
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
の
支
払
い
決
定
を
受
け
て
申
請

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

●

児
童
生
徒
の
学
校
管
理
下
に
お
け
る

災
害
に
対
す
る
見
舞
金
の
額

○

死
亡
見
舞
金　
　
　
　

５００
万
円

　
（
登
下
校
中
は
250
万
円
）

○

障
害
見
舞
金

　



日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
障
害

見
舞
金
の
20
％
の
金
額

○

治
療
見
舞
金

　



日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
申

請
し
た
医
療
費
総
額
（
給
付
金
請
求

額
合
計
）
が
月
額
７
万
５
千
円
以
上

の
場
合
、
そ
の
８
％
の
金
額
（
千
円

未
満
切
捨
て
）

　

（
注
）
た
だ
し
、
医
療
費
総
額
が
26

万
７
千
円
以
上
の
場
合
に
は
、
高
額

療
養
費
制
度
に
関
す
る
計
算
方
法
に

よ
り
ま
す
。

○

香
料（
管
理
下
外
で
も
支
給
）５
万
円

○

供
花
料
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
供
花
料
の
支
払
が
あ
っ
た

場
合
）　　
　
　
　
　

５
万
円

●

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
中
に
お
け
る
保
護
者
・

児
童
生
徒
の
災
害
に
対
す
る
見
舞
金

○

死
亡
見
舞
金　
　
　
　

３００
万
円

　

（
児
童
生
徒
の
自
宅
と
会
場
の
途
上

で
の
災
害
に
よ
る
場
合
は
半
額
）

○

治
療
見
舞
金

　

入
院
８
日
〜
30
日　
　

10
万
円

　

入
院
31
日
以
上　
　
　

20
万
円

●
掛
金

○

掛
金
は
不
要
で
す
。
平
成
18
年
度
ま

で
存
続
し
た
愛
知
県
立
学
校
安
全
互

助
会
の
積
立
金
が
愛
知
県
高
Ｐ
連
に

移
管
さ
れ
、
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
の
性
格
と
加
入
生
徒
数

　



全
国
高
Ｐ
連
が
主
催
す
る
賠
償
責
任

保
険
で
す
。

　



愛
知
県
高
Ｐ
連
に
加
盟
す
る
学
校
の

児
童
生
徒
の
81
％
に
当
た
る
10
万
３

千
人
余
り
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

●
補
償
の
対
象

　



日
本
国
内
に
お
け
る
高
校
生
の
生
活

全
般
に
起
因
す
る
賠
償
責
任
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
遂
行
に
起
因
す
る
賠
償
責
任

を
24
時
間
補
償
し
ま
す
。

●
掛
金
と
加
入
手
続
き

　



年
間
１
人
当
り
400
円
。
各
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
単
位
で
団
体
加
入
し
ま
す
。

●
事
故
の
報
告

　



事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
生
徒
・

保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
の
性
格

○

愛
知
県
高
Ｐ
連
が
主
催
す
る
団
体
保

険
で
す
。

○

生
徒
個
人
が
入
学
時
に
任
意
で
加
入

し
ま
す
。

○

「
自
転
車
総
合
保
険
」
と
「
こ
ど
も

総
合
保
険
」
を
合
わ
せ
、
生
徒
の
傷

害
と
賠
償
責
任
に
つ
い
て
24
時
間
補

償
し
ま
す
。

○

補
償
期
間
は
高
校
入
学
時
か
ら
３
年

間
（
定
時
制
課
程
は
４
年
間
）
で
す
。

●
加
入
者
数

　



毎
年
の
新
入
生
の
加
入
者
は
１
万
３

千
人
弱
で
、
新
入
生
の
約
30
％
に
相

当
し
ま
す
。

●
団
体
割
引

　



団
体
保
険
で
あ
る
た
め
、
個
人
で
契

約
す
る
よ
り
も
保
険
料
が
30
％
割
引

と
な
り
ま
す
。

●
育
英
高
額
プ
ラ
ン
を
設
定

　



平
成
27
年
度
入
学
生
か
ら
、
育
英
費

用
に
最
高
1
千
万
円
を
上
乗
せ
す
る

プ
ラ
ン
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

●
加
入
手
続
き

　



３
月
下
旬
の
合
格
者
出
校
日
に
各
学

校
に
お
い
て
、
募
集
書
類
を
配
付
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
申
込
書

を
期
限
ま
で
に
郵
送
す
れ
ば
、
入
学

式
の
翌
日
か
ら
補
償
さ
れ
ま
す
。

●
事
故
の
報
告

　



フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
で
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

愛
知
県
高
Ｐ
連
見
舞
金
支
給
制
度

全
国
高
Ｐ
連
賠
償
責
任
補
償
制
度

愛
知
県
高
Ｐ
連
高
校
生
総
合
保
障
制
度

令
和
２
年
度
の
主
要
行
事
予
定

年 　会 　費

高等学校

全
　
　
日
　
　
制

150

定
　
時
・
通
　
信

100

専
　
　
攻
　
　
科

150

特別支援
学校

高
等
部
・
専
攻
科

100

幼
・
小
・
中
学
部

50

愛知県県民生活課
（愛知県消費生活総合センター）

契約トラブルに
注意しよう！

あいち暮らしWEB  検索

【あいち暮らし WEB
キャラクター ピッピ】

「あいち暮らし
WEB」検索

■日常生活と契約
　「契約」とは、「法的な責任が生じる約束」のことで、
当事者双方の合意によって成立します。
　「契約」というと、「契約書を交わす約束」というイ
メージを持たれがちですが、口約束でも成立します。
例えば、「買いたい」という消費者の意思と、「売りた
い」というお店の意思が合致すれば、売買契約は成立
します。つまり、「コンビニでパンを買う」というのも
契約です。
　このように、「契約」は、私たちの日常生活と密接に
関わっていますが、いったん契約すると、正当な理由
がない限り、一方的にやめることができない点に注意
が必要です。
■成年年齢引下げと消費者トラブル
　消費者トラブルとは、消費者と事業者の間の契約トラブルや悪質商法による消費者
被害などのことです。
　若者の消費者トラブルでは、「お試しのつもりでエステに行ったら高額な契約をさ
せられた。」といったトラブルや、「友人から『必ず儲かる』と誘われて高額な投資
用の情報を借金して購入したが返済できない。」といった事案が多く発生しています。
　成年年齢引下げにより、2022年４月からは18歳になると自分の判断で高額な契約
をすることもできるようになります。一方で、未成年者取消権が使えなくなることか
ら、「安易な契約」によるトラブルが18歳・19歳の若者に広がることが心配されてい
ます。
　消費者トラブルに遭わないためには、「慎重に契約する」ことが大切です。
　ご家庭においても、「契約の意味」について話し合うとともに、日頃からお子様
とコミュニケーションを取っていただき、困ったときに相談できる環境作りを心掛
けましょう。
■消費者トラブルの相談先は
　消費生活相談窓口では、専門の資格を持った相談員が、トラブ
ル解決のためのお手伝いをします。
　不安を感じたり、トラブルに遭った場合は、お早めに消費生活
相談窓口にご相談ください。
　　【消費者ホットライン　１８８（いやや！）】
　 　 （最寄りの消費生活相談窓口につながります。）
　　【愛知県消費生活総合センター　０５２‒９６２‒０９９９】
■もっと詳しく学ぶには
　愛知県では、「あいち暮らしＷＥＢ」で消費者トラ
ブル事例を紹介しています。是非ご活用ください。

【18歳（高校三年生）で成年に！よく考えて契約しよう！】


